
国道
支出金

その他
一般
財源

事務事業
の休止・
廃止など

コスト
縮減など

他事業と
の統合や
民間委託

後期高齢者医療一般管理事務 Ｒ５ 91 5 86

Ｒ４ 168 168

増減 △ 77 5 △ 82

後期高齢者医療徴収事務 Ｒ５ 745 745

Ｒ４ 867 867

増減 △ 122 △ 122

後期高齢者医療広域連合納付金

Ｒ４ 275,089 181,072 94,017

増減 1,382 △ 1,074 2,456

後期高齢者医療保険料還付金 Ｒ５ 154 154

Ｒ４ 77 77

増減 77 77

後期高齢者医療還付加算金 Ｒ５ 0

Ｒ４ 0

増減 0

Ｒ５ 277,461 180,157 97,304

Ｒ４ 276,201 181,149 95,052

増減 1,260 △ 992 2,252

1.必要性（市が実施しなければならない理由など） 高い・低い
2.成　果（市民福祉の向上は図られているかなど） 向上した・維持した・低下した
3.要　望（市民・団体等からの要望など） 有・無
4.行財政改革の取組
　⑴事務事業の休止・廃止など 有・無
　⑵コスト縮減など 有・無
　⑶他の事業との統合や民間委託等 有・無
※総合判定（休止・廃止・終了・拡充・縮小・継続・改善・評価対象外）

事務事業評価

1.必要性 2.成果 3.要望

4.行革の取組

今後の方向性 総合判定

第 ４ 表　主要事務事業実施の状況及び事務事業評価結果

№ 事務事業名 / 事業内容及び成果
決算額
（千円）

財源内訳（千円）

1 高い 維持した 無 無　後期高齢者医療被保険者証等の封入封かん業務に必要な経費の支
出を行った。
　件数　3,381件（3,458件減）

無 無
最小限の経費で効率的な管
理を行っていく。

継　続

継　続

無 無

保険料を徴収するため、納
付書の作成・送付等、徴収
事務を適切に実施してい
く。

2 高い 維持した 無 無　市町村事務である保険料を徴収するため、納付書の作成・送付等
徴収事務を行った。
　被保険者数（令和６年３月末）　3,370人（４人増）

4

96,473

高い 維持した 無3

Ｒ５ 276,471 179,998

－

無

保険者である北海道後期高
齢者医療広域連合と緊密に
連携し、適正な事務処理を
行っていく。

継　続

　徴収した保険料、低所得者等に対する保険料軽減額及び事務費負
担金を広域連合に納付した。
　⑴　後期高齢者医療保険料負担金
　　　180,253,800円  （909,200円減）
　⑵　保険基盤安定負担金
　　　 87,716,454円  （180,346円減）
　⑶　事務費負担金
　　    8,501,000円（2,472,000円増）

無 無

－ － － － －
令和４年度分
　14件（６件増） 153,900円（76,400円増）

－ 評価対象外

　保険料の還付金に、還付加算金が発生した場合に付加する。

合　　　計

評価対象外－ － － － － －5 －


